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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力電圧を調整して出力する電源回路において、
　前記入力電圧を前記入力電圧の変動範囲内に設定された目標電圧に昇圧して出力する昇
圧手段と、
　前記入力電圧を測定する測定手段と、
　前記測定された前記入力電圧が第１の値未満のとき、前記目標電圧を第１の目標値に変
更し、前記測定された前記入力電圧が第１の値以上のとき、前記目標電圧を前記第１の目
標値よりも大きい第２の目標値に変更する変更手段とを備え、
　前記第１の目標値は前記第１の値であり、前記第２の目標値は前記入力電圧の変動範囲
内における略最大値であることを特徴とする電源回路。
【請求項２】
　被写体像を撮像する撮像素子と、
　前記撮像素子から出力された画像信号に対して画像処理を施す画像処理回路と、
　請求項１に記載した電源回路とを備え、
　前記電源回路は、出力電圧を前記撮像素子または前記画像処理回路の少なくとも一方へ
出力することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記測定手段は、前記撮像装置のメインスイッチがオンされた後、または前記撮像装置
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の低消費電力モードが解除された後に、前記入力電圧を測定することを特徴とする撮像装
置。
【請求項４】
　請求項２に記載の撮像装置において、
　前記撮像素子から出力された画像信号を表示用信号に変換して所定のフレームレートで
出力する信号出力手段と、
　前記信号出力手段から出力された前記表示用信号に基づいてファインダ画像を表示する
表示手段と、
　前記表示手段に前記ファインダ画像が表示されていない状態において、前記ファインダ
画像を表示する撮影モードへの移行を指示するモード移行指示手段とをさらに備え、
　前記測定手段は、前記モード移行指示手段が前記撮影モードへの移行を指示したことに
基づいて、前記入力電圧を測定することを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の撮像装置において、
　前記モード移行指示手段が前記撮影モードへの移行を指示したことに基づいて、前記電
源回路から前記撮像素子への電力供給を開始することにより前記撮像素子を起動させ、前
記信号出力手段の駆動開始を指示することにより前記表示手段に前記ファインダ画像の表
示を開始させる制御手段をさらに備え、
　前記測定手段は、前記撮像素子が起動した後であって前記表示手段に前記ファインダ画
像が表示開始されるまでの期間に前記入力電圧を測定することを特徴とする撮像装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源回路、および電源回路を搭載した撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次のような電源制御用半導体集積回路が知られている。この電源制御用半導体集積回路
は、スイッチング・レギュレータのパワートランジスタを制御する制御信号のスルーレー
トを、ノイズの影響を受けやすい装置の稼動状態を示す信号に基づいて切り替えて、電力
効率を向上させている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１２９５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の回路が備えるスイッチング・レギュレータにおいては、目標出力
電圧が入力電圧の範囲内に含まれる場合には、昇圧回路と降圧回路、または昇降圧回路を
用いて入力電圧を一旦出力電圧以上に昇圧した後に目標出力電圧まで降圧する必要があり
、電源効率が低下する可能性があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明による電源回路は、入力電圧を調整して出力する電源回路において、前
記入力電圧を前記入力電圧の変動範囲内に設定された目標電圧に昇圧して出力する昇圧手
段と、前記入力電圧を測定する測定手段と、前記測定された前記入力電圧が第１の値未満
のとき、前記目標電圧を第１の目標値に変更し、前記測定された前記入力電圧が第１の値
以上のとき、前記目標電圧を前記第１の目標値よりも大きい第２の目標値に変更する変更
手段とを備え、前記第１の目標値は前記第１の値であり、前記第２の目標値は前記入力電
圧の変動範囲内における略最大値であることを特徴とする。
　請求項２の発明による撮像装置は、被写体像を撮像する撮像素子と、前記撮像素子から
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出力された画像信号に対して画像処理を施す画像処理回路と、請求項１に記載した電源回
路とを備え、前記電源回路は、出力電圧を前記撮像素子または前記画像処理回路の少なく
とも一方へ出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、電源効率を低下させずに出力電圧を発生させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、本実施の形態におけるデジタルカメラの一実施の形態の構成を示すブロック図
である。デジタルカメラ１００は、鏡筒１と、ＣＣＤ２と、ＡＦＥ回路３と、モーター４
と、モーターＤｒＩＣ５と、ＴＦＴ（表示デバイス）６と、音声入出力装置７と、ＤＳＰ
／ＣＰＵ８と、ＳＤＲＡＭ９と、フラッシュメモリ１０と、カードＩ／Ｆ１１と、操作部
材１２と、電源回路１３と、電池１４とを備えている。
【０００８】
　鏡筒１は、ズームレンズやＡＦレンズが組み込まれたユニットである。ズームレンズお
よびＡＦレンズはモーター４によって駆動され、それぞれのレンズ位置が調整される。モ
ーター４は、モーターＤｒＩＣ５によって電気的に制御される。撮像素子であるＣＣＤ２
は、鏡筒１を介して入射する被写体像を撮像してアナログ画像信号を出力する。ＡＦＥ(
Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ)回路３は、アナログ画像処理回路であり、ＣＣＤ２
から出力されるアナログ画像信号に対してゲインコントロールなどのアナログ処理を行っ
た後、Ａ／Ｄ変換を行ってデジタル画像信号を出力する。
【０００９】
　ＡＦＥ回路３から出力されたデジタル画像信号は、ＤＳＰ／ＣＰＵ８によって種々の画
像処理が施された後、所定のファイル形式、例えばＪｐｅｇ形式に圧縮されてバッファメ
モリとしてのＳＤＲＡＭ９に記録される。ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、ＳＤＲＡＭ９に記録した
画像ファイルをフラッシュメモリ１０またはカードＩ／Ｆ１１に挿入されたメモリカード
などの記録媒体へ記録する。なお、画像ファイルをフラッシュメモリ１０とカードＩ／Ｆ
１１に挿入されたメモリカードとのいずれに記録するかは、使用者によってあらかじめ設
定されているものとする。
【００１０】
　ＴＦＴ６は、例えば背面液晶モニタであり、ＤＳＰ／ＣＰＵ８から出力される画像デー
タを表示する。音声入出力装置７は、例えば、マイクやスピーカなどで構成され、マイク
を通して周囲の音声を取り込んだり、スピーカを介して操作音や動画再生時の音声などを
出力する。操作部材１２は、使用者によって操作され、例えばレリーズスイッチや種々の
操作ボタンなどが含まれる。ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、使用者による操作部材１２の操作に基
づいて、その操作内容に応じた処理を実行してデジタルカメラ１００を制御する。
【００１１】
　電源回路１３は、電池１４から供給される電池電圧（入力電圧）を上述した各要素２～
１２へ出力する。このとき、各要素は、それぞれ必要とする電圧が異なることから、電源
回路１３は、電池１４から供給される電池電圧をそれぞれの出力先が必要とする電圧（出
力電圧）に変換した後、各要素へ出力する。なお、本実施の形態では、電池１４は、例え
ば単三型乾電池２本であり、この場合の電池電圧は＋１．７Ｖ～＋３．５Ｖの範囲内とな
る。
【００１２】
　図２は、電源回路１３の一実施の形態の構成を示すブロック図である。この電源回路１
３は、入力電圧を要素２～１２の各々へ出力するための出力電圧に変換するための昇圧回
路、反転回路、および降圧回路により構成されている。この図２では、要素２～１２の各
々のうち、ＣＣＤ２、ＡＦＥ３、モーター４、ＤＳＰ／ＣＰＵ８、ＳＤＲＡＭ９、および
フラッシュメモリ１０へ出力する例を示しており、本実施の形態では、入力電圧をこれら
の各要素へ出力するための出力電圧へ変換する場合について説明する。なお、図２におい
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て、ＤＳＰ／ＣＰＵ８、ＳＤＲＡＭ９、およびフラッシュメモリ１０へ出力するための出
力電圧をまとめて「ロジック用」と表記している。
【００１３】
　電源回路１３は、昇圧回路Ａ～Ｃ、反転回路Ｄ、および降圧回路Ｅ、Ｆで構成されてい
る。昇圧回路Ａ～Ｃは、低い入力電圧から所望の高い出力電圧を発生させるための回路で
ある。反転回路Ｄは、正の入力電圧から負の出力電圧を発生させるための回路である。降
圧回路ＥおよびＦは、入力電圧が所望の出力電圧よりも高い場合に、所望の低い出力電圧
を発生させるための回路である。
【００１４】
　本実施の形態では、入力電圧が＋１．７Ｖ～＋３．５Ｖの範囲内である場合に、モータ
ー４用の出力電圧が＋５Ｖ、ＡＦＥ３用の出力電圧が＋３．３Ｖ～＋３．５Ｖ、ＣＣＤ２
用の出力電圧が＋１２Ｖと－７Ｖ、ロジック用の出力電圧が＋１．５Ｖと＋３．３Ｖであ
る場合について説明する。
【００１５】
　昇圧回路Ａは、入力電圧からモーター４用の出力電圧（＋５Ｖ）を発生させてモーター
４へ出力する。昇圧回路Ｂは、入力電圧からＡＦＥ３用の出力電圧（＋３．３Ｖ～＋３．
５Ｖ）を発生させてＡＦＥ３へ出力する。昇圧回路Ｃは、入力電圧からＣＣＤ２用の出力
電圧（＋１２Ｖ）を発生させてＣＣＤ２へ出力する。反転回路Ｄは、入力電圧からＣＣＤ
２用の出力電圧（－７Ｖ）を発生させてＣＣＤ２へ出力する。降圧回路Ｅは、入力電圧か
らロジック用の出力電圧（＋１．５Ｖ）を発生させてＤＳＰ／ＣＰＵ８へ出力する。降圧
回路Ｆは、昇圧回路Ａから出力された昇圧後の電圧（＋５Ｖ）からロジック用の出力電圧
（＋３．３Ｖ）を発生させてＤＳＰ／ＣＰＵ８、ＳＤＲＡＭ９、およびフラッシュメモリ
１０へ出力する。
【００１６】
　ＡＦＥ３用の出力電圧は、一般的には＋３．３Ｖであるが、本実施の形態では、＋３．
３Ｖ～＋３．５Ｖとした。なお、ＡＦＥ３および周辺回路の電源仕様は、ｔｙｐ（標準値
）＋３．３Ｖ、ｍａｘ（最大値）＋３．６Ｖであるため、出力電圧を＋３．３Ｖ～＋３．
５Ｖとなるように設計しても問題は生じない。仮に、ＡＦＥ３用の出力電圧を＋３．３Ｖ
のままにすると、図３に示すように、ロジック用の出力電圧（＋３．３Ｖ）と同様に、昇
圧回路Ａで発生させた＋５Ｖの電圧から降圧回路Ｂ２で＋３．３Ｖを発生させてＡＦＥ３
へ出力する必要がある。このような構成にした場合には、電源効率が低下するという問題
が発生する。例えば、昇圧回路Ａ、降圧回路Ｂ２ともに電源効率が９０％である場合には
、９０％×９０％＝８１％に電源効率が低下してしまう。
【００１７】
　また、昇圧回路Ａと降圧回路Ｂとを組み合わせてＡＦＥ３用の出力電圧を発生させる以
外に、昇圧と降圧を行って入力電圧から所望の出力電圧を発生させるための昇降圧回路を
使用することもできるが、この場合には、回路規模が大きくなるという問題が発生する。
また、昇圧動作から降圧動作に切り替わる際、および降圧動作から昇圧動作に切り替わる
際に、出力電圧にノイズが発生するという問題点も発生する。例えば、図４に示すように
、入力電圧が＋３．３Ｖより大きい場合には、降圧動作を行ってＡＦＥ３用の出力電圧を
発生させ、入力電圧が＋３．３Ｖを下回った場合に昇圧動作に切り替えてＡＦＥ３用の出
力電圧を発生させる。このとき、降圧動作から昇圧動作に切り替わる時点Ｘで出力電圧に
ノイズが発生することになる。このノイズが原因で撮像している画像が乱れる恐れがある
。
【００１８】
　このような問題点を回避するために、本実施の形態では、ＡＦＥ３用の出力電圧を＋３
．３Ｖと＋３．５Ｖとから選択することとした。これによって、入力電圧が＋３．３Ｖ以
上である場合には、昇圧回路Ｂで入力電圧を入力電圧の最大値に一致する３．５Ｖに昇圧
して出力すればよく、入力電圧が＋３．３Ｖ未満である場合には、昇圧回路Ｂで入力電圧
を３．３Ｖに昇圧して出力すればよくなる。すなわち、昇圧回路Ｂのみを用いてＡＦＥ３
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用の出力電圧を発生させることができ、従来のように、昇圧回路と降圧回路を組み合わせ
て使用したり、昇降圧回路を使用したりする必要がなくなる。
【００１９】
　なお、昇圧回路の出力電圧は、昇圧回路自体に起因する電圧降下の値を考慮して設計さ
れる。本実施の形態における昇圧回路Ｂの出力電圧の設定値の最大値を、入力電圧の最大
値である＋３．５Ｖとしたが、これに限らない。昇圧回路Ｂの出力電圧の設定値の最大値
を略＋３．５Ｖとすればよい。例えば、上述の昇圧回路Ｂ自体に起因する電圧降下を考慮
して、＋３．５Ｖの代わりに＋３．４５Ｖとしてもよい。また、＋３．５Ｖの代わりにＡ
ＦＥ３の電源使用の最大値である＋３．６Ｖとしてもよい。
【００２０】
　なお、図２においては、降圧回路Ｆから出力されるロジック用の出力電圧（＋３．３Ｖ
）については、図３で上述したＡＦＥ３用の出力電圧と同様に昇圧回路Ａで昇圧した電圧
を降圧回路Ｆで降圧して所望の電圧を発生させている。よって、このままでは、上述した
従来と同様の問題点が発生することになる。したがって、ロジック用の出力電圧も＋３．
３Ｖ～＋３．５Ｖとすることが可能である場合には、そのように設計することによってＡ
ＦＥ３用の出力電圧と同様に昇圧回路Ｂのみを使用して出力電圧を発生させることができ
る。
【００２１】
　次に、本実施の形態における昇圧回路Ｂについて説明する。図５は、従来の一般的な昇
圧回路の構成を示すブロック図である。このような昇圧回路においては、電池１４からの
入力電圧より高い出力電圧（Ｖｏｕｔ）を得るために、入力電圧とコイルＬとを直列に付
加する回路構成となっている。まず、トランジスタＴｒをオンすることで充電電流を流し
てコイルＬにエネルギーを蓄積する。次に、トランジスタＴｒをオフすると蓄積エネルギ
ーによりコイルＬに起電力が発生し、入力電圧以上の電圧にてＶｏｕｔに放電電流を流し
て出力電圧を上昇させる。
【００２２】
　このときに出力される出力電圧は、ＰＷＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒによって調整される
。すなわち、ＰＷＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒは、抵抗Ｒ１およびＲ２の抵抗値によって決
まる目標電圧になるように出力電圧を調整する。そして、ＰＷＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ
は、トランジスタＴｒのオン時間により蓄積されるエネルギーを調節することによって、
出力電圧を安定化している。
【００２３】
　このような従来の昇圧回路においては、出力電圧の目標値は、抵抗Ｒ１およびＲ２の抵
抗値によって決まるため、条件に応じて出力電圧を変更することができない。すなわち、
従来の昇圧回路では、入力電圧が＋３．３Ｖ以上である場合には出力電圧を＋３．５Ｖに
し、入力電圧が＋３．３Ｖ未満である場合には出力電圧を＋３．３Ｖにする必要がある昇
圧回路Ｂを実現することができない。そこで、本実施の形態では、図６に示すように、出
力電圧の目標値を決めるための抵抗群を昇圧回路Ｂの外部に設け、電源回路１３が備える
ＣＰＵ１３ａによって抵抗Ｒ２とＲ３とを切り替えて２種類の目標値を設定できるように
する。なお、抵抗Ｒ２は、抵抗Ｒ１との組み合わせにより出力電圧の目標値を＋３．３Ｖ
に設定するためのものであり、抵抗Ｒ３は、抵抗Ｒ１との組み合わせにより出力電圧の目
標値を＋３．５Ｖに設定するためのものである。
【００２４】
　この図６に示す構成例においては、ＣＰＵ１３ａは、電源回路１３の入力電圧が安定し
た時点で、Ａ／Ｄ１３ｂを制御して電池１４からの入力電圧を測定する。なお、本実施の
形態では、Ａ／Ｄ１３ｂは、以下の（１）～（３）の場合に、デジタルカメラ１００の電
圧が安定したものとして入力電圧の測定を行う。
【００２５】
（１）デジタルカメラ１００の電源（メインスイッチ）がユーザによってオンされたとき
　電源（メインスイッチ）オンとは、ユーザがメインスイッチを操作してＯＮ状態に切り
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替えることである。メインスイッチがオフの状態では、ＤＳＰ／ＣＰＵ８の中でメインス
イッチオンを検出するＩＣのみに電力が供給されている。ＤＳＰ／ＣＰＵ８はメインスイ
ッの状態を定期的に監視する。メインスイッチがオンの状態に切り替わったことをＤＳＰ
／ＣＰＵ８が検出すると、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は電源回路１３に電力供給命令を出力する。
電源回路１３は電力供給命令に従って、デジタルカメラ１００の上述のＩＣ以外の各回路
にも電力を供給する。
【００２６】
　デジタルカメラ１００の電源がオンされた場合には、図７（ａ）に示すように、ＤＳＰ
／ＣＰＵ８の初期化を行い、電力が供給されることによりＣＣＤ２が駆動を開始する。そ
の後、電力が供給されることによりバックライト（ＢＬ）が駆動開始し、ＤＳＰ／ＣＰＵ
８はＴＦＴ６にビューファインダ画像を表示する。このとき、ＣＣＤ２に電力が供給され
てから所定時間が経過すると、電源回路１３の入力電圧が安定する。そのためＣＣＤ２の
駆動開始から所定時間後のＴ１のタイミングで、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、ＣＰＵ１３ａに入
力電圧測定開始タイミングを示すタイミング信号を出力する。そして、ＣＰＵ１３ａがタ
イミング信号を検出すると、Ａ／Ｄ１３ｂは入力電圧を測定する。
【００２７】
　なお、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、ＣＣＤ２で撮像され、ＡＦＥ回路３から出力されるデジタ
ル画像信号を、表示用信号に変換して所定のフレームレートでＴＦＴ６へ出力することに
よりビューファインダ画像を表示する。
【００２８】
（２）スリープモードがユーザによって解除されたとき
　スリープモードとは、デジタルカメラ１００の低消費電力のモードである。スリープモ
ードの解除とは、ユーザが操作部材１２を操作（例えばシャッターレリーズボタンの半押
し操作）することにより、低消費電力のモードから各回路に電力が供給される状態に切り
換わることである。スリープモードの状態では、ＤＳＰ／ＣＰＵ８の中で各操作部材１２
の操作を検出するＩＣのみに電力が供給されている。ＤＳＰ／ＣＰＵ８は各操作部材１２
の状態を定期的に監視する。操作部材１２が操作されたことをＤＳＰ／ＣＰＵ８が検出す
ると、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、電源回路１３に電力供給命令を出力する。電源回路１３は電
力供給命令に従って、デジタルカメラ１００内の上述のＩＣ以外の各回路にも電力を供給
する。
【００２９】
　図７（ｂ）に、デジタルカメラ１００がスリープモードに移行してからスリープモード
が解除されるまでの流れを示す。バックライトが駆動してＴＦＴ６にビューファインダ画
像が表示されている状態でスリープモードに移行すると、電源の供給が停止することによ
りＣＣＤ２およびバックライトは駆動停止する。ＤＳＰ／ＣＰＵ８は各操作部材１２の状
態を定期的に監視するスタンバイ状態になる。その後、ユーザによって操作部材１２が操
作されたことにより、スリープモードが解除されると、ＤＳＰ／ＣＰＵ８はスタンバイ状
態から撮影モードに復帰する。そして、電力が供給されることによりＣＣＤ２が駆動を開
始した後、電力が供給されることによりバックライト（ＢＬ）が駆動開始し、ＤＳＰ／Ｃ
ＰＵ８はＴＦＴ６にビューファインダ画像を表示する。
【００３０】
　このとき、ＣＣＤ２に電力が供給されてから所定時間が経過すると、電源回路１３の入
力電圧が安定する。そのためＣＣＤ２の駆動開始から所定時間後のＴ２のタイミングで、
ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、ＣＰＵ１３ａに入力電圧測定開始タイミングを示すタイミング信号
を出力する。そして、ＣＰＵ１３ａがタイミング信号を検出すると、Ａ／Ｄ１３ｂは入力
電圧を測定する。
【００３１】
　なお、スリープモードを以下の構成により実現することにしてもよい。各回路（ＣＣＤ
２、ＡＦＥ３等）自体が、通常モードと低消費電力モードとの２つのモードを有する。電
源回路１３はデジタルカメラ１００がスリープモードか否かに関わらず、各回路に電力を
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供給する。各回路の低消費電力モードにおいて、各回路は電源回路１３からの電力供給を
受けても最小限の電力を消費するだけで、実質的に駆動していない。この状態において、
各回路は通常の機能を実質的に停止している。各回路の通常モードにおいて、各回路は電
源回路１３からの電力供給を受けて駆動する。この状態において、各回路は通常の機能を
発揮する。
【００３２】
　この構成において、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、各回路に対しスリープ命令を出力することに
より、デジタルカメラ１００はスリープモードに移行する。具体的には、ＤＳＰ／ＣＰＵ
８が各回路のレジスタにスリープモードの設定を書き込むことにより、スリープ命令を出
力する。各回路はスリープ命令に従って、上述したようにスリープモード（低消費電力の
モード）に切り換わる。また、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、各回路に対しスリープ解除命令を出
力することにより、デジタルカメラ１００はスリープモードが解除される。具体的には、
ＤＳＰ／ＣＰＵ８が各回路のレジスタにスリープ解除の設定を書き込むことにより、スリ
ープ解除命令を出力する。各回路はスリープ解除命令に従って、上述したように通常モー
ドに切り換わる。
【００３３】
（３）ＴＦＴ６にビューファインダ画像が表示されていない状態から、ＴＦＴ６にビュー
ファインダ画像を表示する撮影モードへの移行が指示されたとき
　図７（ｃ）に、ＴＦＴ６へのビューファインダ画像の表示・非表示が切り替わる場合の
流れを示す。バックライトが駆動してＴＦＴ６にビューファインダ画像が表示されている
状態で、使用者によって操作部材１２が操作されてメニュー画面の表示や画像の再生が指
示された場合には、電源の供給が停止することによりＣＣＤ２は駆動停止し、ＴＦＴ６に
はメニュー画面や再生画像が表示される。
【００３４】
　その後、ユーザが操作部材１２を操作して撮影モードが選択されたことをＤＳＰ／ＣＰ
Ｕ８が検出すると、電源が供されることによりＣＣＤ２が駆動を開始（起動）し、ＤＳＰ
／ＣＰＵ８はＴＦＴ６にビューファインダ画像を表示する。このとき、ＣＣＤ２の駆動開
始から所定時間が経過すると電源回路１３の入力電圧が安定する。そのためＣＣＤ２の駆
動開始から所定時間後のＴ３のタイミングで、ＤＳＰ／ＣＰＵ８は、ＣＰＵ１３ａに入力
電圧測定開始タイミングを示すタイミング信号を出力する。そして、ＣＰＵ１３ａがタイ
ミング信号を検出すると、Ａ／Ｄ１３ｂは入力電圧を測定する。また、Ｔ３のタイミング
でＤＳＰ／ＣＰＵ８はＴＦＴ６にビューファインダ画像を表示する。ビューファインダ画
像は、電源回路１３が安定するＴ３のタイミングで表示される。よって、ＴＦＴ６には、
安定したビューファインダ画像が表示される。
【００３５】
　なお、撮影モードへの移行のタイミングは、メニュー画面、または再生画面の表示開始
からタイマーで所定時間をカウントした後としてもよい。
【００３６】
　Ａ／Ｄ１３ｂで測定した入力電圧が＋３．３Ｖ未満である場合には、ＣＰＵ１３ａは、
スイッチ１３ｃを制御して抵抗Ｒ２と接続し、出力電圧の目標値を＋３．３Ｖに設定する
。これに対して、Ａ／Ｄ１３ｂで測定した入力電圧が＋３．３Ｖ以上である場合には、Ｃ
ＰＵ１３ａは、スイッチ１３ｃを制御して回路を抵抗３と接続し、出力電圧の目標値を＋
３．５Ｖに設定する。
【００３７】
　このように、本実施の形態における電源回路１３を使用することによって、昇圧回路Ｂ
でＡＦＥ３用の出力電圧を入力電圧の値に応じて発生させることができる。すなわち、従
来の電源回路のように昇圧回路と降圧回路を組み合わせたり、昇降圧回路を使用したりす
る必要がなくなる。これによって、昇圧回路と降圧回路を組み合わせることによって発生
する電源効率の低下を防止することができる。さらに昇降圧回路を使用することによって
発生する回路規模が大きくなるという問題点、および出力電圧にノイズが発生するという
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問題点も解消することができる。
【００３８】
　図８は、本実施の形態におけるデジタルカメラ１００の処理を示すフローチャートであ
る。図８に示す処理は、（１）～（３）で上述した入力電圧の測定タイミングに、電源回
路１３が備えるＣＰＵ１３ａによって実行される。
【００３９】
　ステップＳ１０において、ＣＰＵ１３ａは、Ａ／Ｄ１３ｂから入力電圧の測定結果を取
得する。その後、ステップＳ２０へ進み、入力電圧が＋３．３Ｖ以上であるか否かを判断
する。入力電圧が＋３．３Ｖ以上であると判断した場合には、ＣＰＵ１３ａは、スイッチ
１３ｃを制御して抵抗３と接続し、出力電圧の目標値を＋３．５Ｖに設定する。これに対
して、入力電圧が＋３．３Ｖ未満であると判断した場合には、ＣＰＵ１３ａは、スイッチ
１３ｃを制御して抵抗Ｒ２と接続し、出力電圧の目標値を＋３．３Ｖに設定する。その後
、処理を終了する。
【００４０】
　以上説明した本実施の形態によれば、以下のような作用効果を得ることができる。
（１）昇圧回路Ｂのみを使用して入力電圧に応じたＡＦＥ３用の出力電圧を発生させるよ
うにした。これによって、昇圧回路と降圧回路を組み合わせることによって発生する電源
効率の低下を防止することができる。また、昇降圧回路を使用することによって発生する
回路規模が大きくなるという問題点、および出力電圧にノイズが発生するという問題点も
解消することができる。そして、出力電圧のノイズに起因する撮像画像の乱れを抑制する
ことができる。
【００４１】
（２）ＡＦＥ３用の出力電圧を、入力電圧の変動範囲（＋１．７Ｖ～＋３．５Ｖ）内で、
かつ出力電圧と入力電圧における最大電圧が一致するように＋３．３Ｖ～＋３．５Ｖとす
るようにした。これによって、入力電圧が＋３．３Ｖ以上である場合には、昇圧回路Ｂで
入力電圧を３．５Ｖに昇圧して出力すればよく、入力電圧が＋３．３Ｖ未満である場合に
は、昇圧回路Ｂで入力電圧を３．３Ｖに昇圧して出力すればよくなる。
【００４２】
（３）ＣＰＵ１３ａは、Ａ／Ｄ１３ｂで測定した入力電圧が＋３．３Ｖ未満である場合に
は、スイッチ１３ｃを制御して抵抗Ｒ２と接続し、出力電圧の目標値を＋３．３Ｖに設定
するようにした。また、Ａ／Ｄ１３ｂで測定した入力電圧が＋３．３Ｖ以上である場合に
は、スイッチ１３ｃを制御して抵抗３と接続し、出力電圧の目標値を＋３．５Ｖに設定す
るようにした。これによって、昇圧回路Ｂのみを使用して入力電圧に応じたＡＦＥ３用の
出力電圧を発生させることができる。
【００４３】
（４）Ａ／Ｄ１３ｂは、デジタルカメラ１００の電源がユーザによってオン（メインスイ
ッチがオン）された場合に入力電圧を測定するようにした。すなわち、デジタルカメラ１
００の電源がオンされて、ＤＳＰ／ＣＰＵ８の初期化が完了した後、電力が供給されるこ
とによりＣＣＤ２が駆動を開始してから所定時間後のＴ１のタイミングで入力電圧を測定
するようにした。これによって、ＣＣＤ２に電力が供給されてから所定時間が経過すると
、電源回路１３の入力電圧が安定することを加味して、最適なタイミングで入力電圧を測
定することができる。
【００４４】
（５）Ａ／Ｄ１３ｂは、スリープモードがユーザによって解除されたときに入力電圧を測
定するようにした。すなわち、ＤＳＰ／ＣＰＵ８がスタンバイ状態から撮影モードに復帰
した後、電力が供給されることによりＣＣＤ２が駆動を開始してから所定時間後のＴ２の
タイミングで入力電圧を測定するようにした。これによって、ＣＣＤ２に電力が供給され
てから所定時間が経過すると、電源回路１３の入力電圧が安定することを加味して、最適
なタイミングで入力電圧を測定することができる。
【００４５】
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（６）Ａ／Ｄ１３ｂは、ＴＦＴ６にビューファインダ画像が表示されていない状態から、
ＴＦＴ６にビューファインダ画像を表示する撮影モードへの移行が指示されたときに入力
電圧を測定するようにした。すなわち、ＣＣＤ２の駆動開始から所定時間後のＴ３のタイ
ミングで入力電圧を測定するようにした。これによって、ＣＣＤ２に電力が供給されてか
ら所定時間が経過すると電源回路１３の入力電圧が安定することを加味して、最適なタイ
ミングで入力電圧を測定することができる。
【００４６】
―変形例―
　なお、上述した実施の形態のデジタルカメラは、以下のように変形することもできる。
（１）上述した実施の形態では、電池１４として単三型乾電池２本を使用し、その電池電
圧は＋１．７Ｖ～＋３．５Ｖの範囲内である場合について説明した。この場合には、上述
したようにＡＦＥ３用の出力電圧が入力電圧の範囲内になることから、ＡＦＥ３用の出力
電圧を＋３．３Ｖ～＋３．５Ｖとし、昇圧回路Ｂを図６に示す構成にして、入力電圧に応
じた出力電圧の目標値を設定するようにした。しかしながら電池１４としてその他の電池
を使用する場合には、出力電圧がその電池電圧の範囲内にある他の要素への出力電圧の目
標値を、入力電圧に応じて設定するようにしてもよい。
【００４７】
　例えば、電池１４として単三型乾電池８本を使用する場合には、電池電圧は、＋６．８
Ｖ～＋１４Ｖとなるため、昇圧回路Ｃによって出力されるＣＣＤ２用の出力電圧（＋１２
Ｖ）が入力電圧の範囲内になる。したがって、この場合には、ＣＣＤ２の出力電圧を＋１
２Ｖ～＋１４Ｖとし、昇圧回路Ｃを図６に示すように構成する。そして、入力電圧が＋１
２Ｖ未満である場合には、昇圧回路Ｃで発生させる出力電圧の目標値を＋１２Ｖに設定し
、入力電圧が＋１２Ｖ以上である場合には、昇圧回路Ｃで発生させる出力電圧の目標値を
＋１４Ｖに設定すればよい。
【００４８】
（２）上述した実施の形態では、デジタルカメラ１００の電源がオンされたとき、デジタ
ルカメラ１００がスリープモードから復帰したとき、およびＴＦＴ６にビューファインダ
画像を表示していないときのいずれかのときに、Ａ／Ｄ１３ｂは入力電圧を測定する例に
ついて説明した。しかしながら、Ａ／Ｄ１３ｂは、デジタルカメラ１００の電圧が安定す
るその他の時点で入力電圧を測定するようにしてもよい。
【００４９】
（３）上述した実施の形態では、電源回路１３をデジタルカメラ１００に搭載する例につ
いて説明した。しかしながら、デジタルカメラ以外の装置に搭載するようにしてもよい。
【００５０】
　なお、本発明の特徴的な機能を損なわない限り、本発明は、上述した実施の形態におけ
る構成に何ら限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】デジタルカメラの一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】本実施の形態における電源回路１３の構成を示すブロック図である。
【図３】従来の電源回路１３の構成を示すブロック図である。
【図４】昇降圧回路におけるノイズ発生の具体例を示す図である。
【図５】従来の昇圧回路の構成を示すブロック図である。
【図６】本実施の形態における昇圧回路Ｂおよびその周辺回路の一実施の形態の構成を示
すブロック図である。
【図７】デジタルカメラ１００の電圧が安定する場合の具体例を示す図である。
【図８】デジタルカメラ１００の処理を示すフローチャート図である。
【符号の説明】
【００５２】
１００　デジタルカメラ、１　鏡筒、２　ＣＣＤ、３　ＡＦＥ回路、４　モーター、５　
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モーターＤｒＩＣ、６　ＴＦＴ、７　音声入出力装置、８　ＤＳＰ／ＣＰＵ、９　ＳＤＲ
ＡＭ、１０　フラッシュメモリ、１１　カードＩ／Ｆ、１２　操作部材、１３　電源回路
、１４　電池

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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